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―表紙写真由来―

【表紙写真講評】日向用水の水路橋（竹下伸一）
　九州中央部に位置して，多くの物語や伝説がある高千穂は険しい山々に囲まれた山間地。その耕作を支えるのが山腹用水路だ。
　そもそもは阿蘇山噴火時の火砕流だ。火砕流が深い渓谷をつくって人為に大きく立ちはだかった。
　高千穂には江戸末期まで開田地がなかったのだ。それを可能にしたのが山腹用水路の日向用水。1859 年に開水して以来，改修を重ね
て現在にいたる。
　高千穂渓谷を縫うように流れるのが五ヶ瀬川。多くの渓流・支流を合わせつつ流れくだる。日向用水はその支流の一つ，岩戸川の源流
付近から引いた。
　写真はいかにもささやかな山中の景観。しかし大河，はじまりの一滴のように，このささやかな水路が自然との協働の源になった。
� （講評　東京造形大学名誉教授　柳本尚規）
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